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ON TモIE EXPERIMENTAL PACK OF QUAIL EGGS．  

＊  

Tatsunosuke Takasaki，ⅠⅣaO Shiga and KeiichiKirnura．   

Irlthe canniTlgOfquaileggs，WeenCOunteredsつmetrOublessuchasblackdisco10rationon  

thesurfaceoftheyolk，browningoftheⅣhite，andundesirableexces∋ive softening・   

Quaileggs hadanaverage weightofIO・2gramsandsofO・852gms・The pH value of  

the yolk was about6．3and thatofthe white wasabout9．Theironcontentofthe YOlk  

averaged68mi11igramsper one kilograrnand that of the white was only trace．   

Black discoloration on the surface of the yolk slemed to be caused by the interaction 

betweenironin the yolk and sulfur fromegg protein．The white seemed to contribute to  

the formation of theiron sulfide withit’s alkalinity．   

Brown discoloration of the white seemed to be due mainly to t：he so・Called Maillard re－   

ac亡iom  

TreユtmentS Of boiled and shelLed eggsln the dilute sつ1ution of citric acid and sequestrene  

were effectil－e tO preVent the trouble3mentioned above．  

緒 言  

鶉卵は共存しい風味、形体及び共栄養版値等からして和洋、中毒の諾う斡理に於て珍蛋されている  

が、真庭卵に季節的制約があるため、其最盛の産卵期に於て、供蔵処理を二転し、終年に亘って需要  

を志すと共に、又海外市場に輸出して外貨建待と、’併せてウズヲ飼育を通じ1・我国農山村の経済的  

l勺容向上の一斉に役立てたい念願の下に此試験を実施した。   

鶉卵は比較約長期間に亘って変改する婁なしに、貯蔵出来るが、7jく分の消失に伴って、剛成を生  

じ所謂浮玉となって卵形を変ずる様になる。勿論中には変敗するものも生ずる。そこで筆者等は鶉  

卵の卵殻を去って≦音詩にする事を試み或程度の成果を得たので蕊に報告する次第である。  

義郎の重量   

1953年5月7日東京地方にて入手の義郎210偶について其責量を測定し以下の如き結集を得た。  

－ 1－  

1こ 国琴大臣、経済審議庁長官 State Minister and G）nCurTently Director」；eneralofthe EcozlOmic  

CounseiBoard，atld forEuer GovernoroE PowerSburces Developmezlt Co．   
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1954年6月に大阪府池田市にて入手の老卵30個の重量ほ320・2gms・で其の1個当わ平均重量は  

10．7gms．に相当した。又水から加熱し、沸騰し始めてから3分間加熱して、水冷し、卯穀を去った  

もの卸偶について測定の結果は293・2gms・で平均1侶当わ重量は9・8gms・であった。  

卵黄 と卵白 と の割合   

卵黄を分別して貴重畳を測定し、次に水洗し乾燥した卵殻を秤慶して、卵の全重量から卵糞重と  

那穀憲とを引去った残量を卵白藁として、数個の卵について測定した結集を掲けると以下の如くで  

ある。  

第二表：卵黄富 と卵白霊  
！  

ノ■  

ヾ  

1   O・8   t  3．7  5．9  卵白量（gm・）t（卵白置小卵麓    10・4 l                  1．6   
2   

0．9   
3．5  5．8  ナ 1．65   

3   6．2  1．68   

4   。．9  3．7  10．2  ≧                   1。．8】                  10．5        0．9   5．6  1．4   

5   5．7  1．5   

6   4．0                10．5      1．0  3，8                10．6        0．9  3．8  5．9  1．55  

卯糞及び卵白のpH価  

1、Helige eomparatorを使用し比色法にて測定の数値、   

BeckmanpHrneterの電池消耗のため己むを得す次の様にしてHe塩ge comparatorを使用し比   

色故によって測定の結果は次の通りである。卵白では其10gms・に水を加えて江坂ms・としたもの   

を良く榎拝し、ガーゼで濾過したものについて測定し、卵黄でほ9gms・に水を加えて49騨Tl乱と  

なしたものでは混濁慶甚大で剖定不能のため、其5gms・に更に水を加えて50gms・となし、良く   

授拝したものについて測定した。   

真結果は三偶のi昆合資料にて以下の如くであった。  

卵  白・‥・…・・ 9．3  卵  黄……… 5．9  

2、Beckman G－type pH meterにて硝子電極を使用しての結果  

雰≡表：卵白、卵黄のpn  

卵    白  那    賀  No．1  8．87  6．32  No．2  9．24  6．30  No，3  8．67  6．27  
一 3 ＿   



・卵黄のpHほ3個とも等値であるが、卵白のpI壬ほNo．2と其他とでは可成りの差異を示している。   

真理由についてほ試験卵の履歴が明かでないので鋭明がつかないが鶏卵では貯蔵申COヨの消失   

によって卵白のpHが上昇すると云う事であるから、p‡Ⅰの高いものは比餃的盲いのかも知れな   

い0以上生卵の測定によって卵黄が酸性であるのに反して卵白は食品としては可成り襲いアルカ   

リ性のものである事が分る。  
l  

生藷卵の鉄分含有量   

卵白と卵黄とに分恕してから分解掛こてそれぞれ汲硫酸と過塩葉酸とを以て分解し、読者酸加塵  

による墨色反応を利用し、日立分光光電光彦計EPB－Uを使用して、汲長470m′り二於けるOpti瓜1  

densityを読取ってFeの含有量を測定した。其結果は以下の過少である。  

宗田表：卵黄敦卵白の含鉄意  

卯   茸   Fe／監。gr慧   卵   
l  

白  Fe／乳gra已   

1   52皿gS．  1  0．5mg．   

2   68mgs．   2  0．9mg．   

3   84mgs，   3  0．6mg．  

平均ざ68皿gS．   卵白中のFe分は撞く痕跡程空で4～5gms．  

Sゴ16皿gS．   鍵箆り検品での定量精巣なので上の数脚こ  

ついては確信が持てない、大童の試料便何  
68皿gS．土6mgs．   

によって碓める必要がある。  

以上の結果に於て卵黄のFe分合有童に此して卵白のFe分含量は庵めて検量である点が芦別二倍  

ひ・する。  

繚 詰 の 試 製  

試製例1、茹卵の刺身5慣（45～46邸nS・）をツナ3号繹に詰め水を荘加して内容仝置量を93gm已と  

なしSemi－VaCuum－Seamerで真空密封をなし、110OCで30分加熱し、翌日開碍の成観ほ  

次の如くであった。  

第三義：l詞隆籍農  

内 容 物 の状 愚   （芸，i液（芸，  pH≧＿竺三内面  
自  8・2   

滞、且つ媒状異変小棒が浮遊  
ソ〆、嗣の上部空 暇部に異変 

。   

植の穫額  真空度  郭              他  】キ   血 53 48   8・4麿及び変色な  液清澄で淡黄色を毒す、卵白屠 は淡茶褐色を得びている。   
＿ 4 一   



試製例2、試製例1の結果からして白騒の使用は給料二不可で、C－エナメル搭によらねばならない  

こと及び有機歴の折加によってpHを詞第して卵の外観を良くする暮が必要である事を  

感知出来たので、  

C一三ナメル怖を任用し、杓椋酸を塵々の濃度で添加して試製して見た。加紫波前屈と  

同様1100C30分である。  

第大麦：試 製 条 件  

－＝  

て〒‾テテ〒≡≡十  ．午  

第七表：謁≡竃持果（試袈後一日）  

訣  内  面  内 容 物 の 状 態  鼓品番号．真空変卵 最  

エナメル皮膜に水泡  
生ず。  

エナメル皮助こ水泡  
生ず。1より多しb  

エナメル皮瞑に水泡  
生ず、2より更に多し。  

卵白面白色、卵薬表面の一個に淡い  
急変発生、液汁清澄帯黄色  

同  上  

卵白の白色不自然、卵黄表面に汲黒  
変発生一個のみ、液汁滞澄帯茸色。  

21．0 ・拍gms．  

尋16・643〝 l  
！15．7 40〝  

第八表：妻碧処】塑那8悉語の霞苫藍成揖、 加熱1100C38分（英二）  

緩 の 内面   卵  の  状  態  

卵白は白色光沢を宥し、卵黄表面に橿く  
淡く変色したもの5懐中、2個。  

卵黄表面に毎く茨く畏変したもの5個中、  
3個0  

卵輩表面に趣く淡く黒変したもの5偲中、  
1個。  

卵白は撞く淡く茶褐色に着色、非茸表面  
が全部壌く異変し、卵は故柔。  

異変なし   

異変なし   

異変なし   

黒蜜なし  

就l 6．8  

試製例3、試薬例2の結果からして権門に酸を添加する婁は曜の円滑エナメルを授傷する故、製品  

のpHの調節は他の方法によらねばならない。卵白厚層接触面に於ける黒変傾向と、卵  

白薄層の裂開による卵黄粒子の流出による液汁主監濁の点よりして、卵の横断面に於て卵  

白層に厚い部分や薄い部分庖作らないで可及的に均等な層厚にて卵蛋白を凝屈する方法  

の採用が望れる。酸処ヨ彗法については⑦酸液中にて卵を加熱又は加温する方法。㊥  

＿ 5 －   
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酸液中にて減圧処】璽を加え右方法。⑮卵白層に穿覿して酸処理をなす方j麦。ぶL上の方  

浜の結合鹿等。∃董〟の方法を試みたが、某結果については煩雑を避けるためぎ己献を省  

略。併し多数の実験結果力一らして一定濃度の酸液中に一定時間室温にて浸漬する方法が  

実地に最も良い成凍の得られる事が惑められた8  

0・3％の杓搬較汲1∝）c・C・に対して卯55gms．の割合で浸活した際に、室温（加OC前後）に  

放置すると・、浸歳時間2噂・で郎重畳の略0．⑬％、40分で卵重量の略0．14％、釦分で卵重  

畳の略0．2％程度の杓椒酸の消安が経められる、90分程度の浸潰が惑切であるとの結最  

を得た。更仁多数の実験を重ねて余等は次の如き一連の方法が、変色せす、適度の肉締  

を有し料理の材料として使用するのに適した食味の鶉卯の帳琵製造仁適合するものと考  

えた。   

a．水運 水中に浸漬して浮上する浮玉を除去する。  

l）・湯煮 水に浸済し、次で良く洗襟した卵を横枠しながら加熱し、沸騰してから3分間加輿  

し、冷水に毒安じて冷却。  

C・部費除去 卵殻に堅く指圧を加えて多数の亀裂を生ぜ暮せ、次で水中にて恥穀並びに薄瞑を  

除去する。   

d．酸処理 鶉卵封0憫（刺身にして平均2700瓦）を3％稗施酸汲5立中に1時間半浸漬する。夜番  

時間中30分毎に、酸液を酸槽の下のコックより放いて、上部より元に戻す事を繰返  

し、酸の作用を効果的に行はしめる。この際卵白表面より綾小繋泡が絶えず面も可成  

王＝二上昇するのが見られる。稽上に鉛緒紙をかざすと異変するのが認められる。将発  

性硫化物の散逸が推定出来、この硫化物の挿徴が硫化物による変色閉止の上に多少の  

効果を加えるかも知れない。   

e・水洗 酸処理終了後、牽く7K洗して卵表面に附着の酸を除去する。   

f．肉諾 C一三ナメル躍に詰め、注入汲には真水を使用する。卵白属に亀裂のあるものを肉話し  

ては不可、液汁混濁の原因になる。   

g．鋭気密封 兵些巻締機で蓋付密封する。   

h．殺菌加熱 ツナ3号塁審で1150C瓢分を榛撃とする。  

i．冷却 水冷法により急冷する。   

以上の如き方法にて鰭詰としたものを約20日間、370Cの温皇検査を起て、直に17ケ月間皇温に  

貯蔵した42婦中任意の9躍について開庄検査を行った結果以下の如き成蹟を示した。  

一1丁   

一－ 6 －  
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第十蓑：Sequestrene Na．2の効果  

Sepue－  関  縫  汚  
No．       Strene加熱  

臭  

添加量  亮班rp昆l  卵  の  状 態   

50   

14・6 7・50 嘉要語票た基監卵白厚相に乱て耶   

50  1：：：  15．0  7．74 黒変は何れのものにも認められない。   

50   20   〝  15・7 7・97かに  1  gmS＿ 95  gmS．   ㌶騨● 51   

10L 〝   21■4L8・04  

同   上  

No．4及び5に於ても可成良い成績を示したが、卵白層が楯欺きに過ぎ、ステック傾向  

が認められた。其他では郎は全体としては締り、卵白屈も比較的硬く、艶美豪商の異変  

も殆どない。液は何れも清澄で黄緑色を帯びていた。  

SequestreneにはEthylene diaminetetra aceticacid と4踵頸のNa塩があるが、其内  

本実験仁放てほDisc）dium ethylen diamiTletetraaCetateを使用した。卵の肉締り等の  

点からして此場合に於ても出来上製品のPIiを7．0啓蒙にする暮が繋しいので、穀性蔑  

を使用して、稗鞍黎処】望の場合と同様に膵詩前に処理しておく婁が実施の製造に当って  

ほ一層良い恕果をもたらすであろうし、稽の真空度の保持の点オ・らしても望しい寮で  

ある。  

実験結束についての考察   

尭卵滞詰の実現に当1て最初に当潤した困難は、着帯加熱によって郎貴意閣（時にはl声っ部にも教  

大軍蜃）に異変の発生する専と、卵慎層の褐色化の発生で、そ巾等の何れもが謹卵羅語の商品化の  

障撃となるものである。従→て本報告に記戟の葵験ち、ニの変色問題の解決・を主体とするもので   

ある。   

鶉卵の分斬に憩て見らjtた特徴的な点で加工上興味のある婁は①卵白層かPH9前後と云う様な  

食品とし－こlま可或態トア′Lカり性であるのに反して、耶糞はpli6前後の牽饗である事と②卵黄に；ま  

Ki10gram当り68rngs．士6コ1g｝．のFe分を含有するのに床して卵白にほ殆んど含有き才1ていない点で  

ある。加熱による異変発生にー；引ノての特徴的な点は、①卵鼓の受領（時にほ卵黄l当部にも拡大）  

に現はれるが、卵白が架空すろと云う蕃がない〔－ ⑳卵白の厚層部に摸した卵黄電子百に王舞＝まれ易  

い。以上の諸点からして卵黄表面に発現する異変は、卵黄中に含有されているFe分と、卵黄義博  

に1要する卵白のアルカリ性と、更に加熱によって発生する硫化物との三者が関与する処の硫化鉄  

によるものであると結論すけられる様に考えられる。Tinkler及びS〇ar等もllard←boiled eggs  

のgreenidr black colorati9nの生熟こついて略同様な見解を述べているが変色に関与の統黄  
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を卵白の硫黄のみに帰する番には衆間が持たれる。稗椒の処理によって畢変甲発生の陸止が有効  

に出来る事、叉Fe其他の賃金属と異状に安定なCbmplexesを作って他との反応を阻止する作用のあ  

るSequestrene（Ethylene diamine tetra－aCeticadd叉ほ其Na一塩）の少量歌碑二よぅて、やはり  

異変を有効に防止出来七威からして上の籍定の確からしさを婁草するものと云える。卵白の鴇色化  

は蛋白と炭水化物の結合に帰せられるM姐】ardreadonによるものであるか、或産他の原因によ  

るものか、又はそれ等の作用の重複したものによるかについては追究しては見なかった由、恐ら  

く主としてMai11ardreactionによるものであろう。pHの低下によってその発生の抑制出来る亭を  

知った。文pEを7．0前後に調蘭する事によって卵白層の締りを適切にする事を知った。併し低下  

させ過ぎると卵白層が締り過ぎ、色も陶器を見る様な白さとなり其食味と共に不自然になる。  
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議  書   

分析結果より稟卵の卵黄卵白間に於けるp日伝及び、Fe含有量に顕著な相垂のある蕃を示し、鶉  

卵露語製造に当って発生の卵黄の異変現象の生国を検討し、其防止法として象卯の鉄の不活性化前  

による処理、即ち拘穣酸の如き普通の有機軌二よる処理並びにSequestreneの如き薬剤処理の有数  

な睾を明かにした。   

本所先の遂行に当って東洋鯛飯株式会社社長木村幸次鱒氏の格別なる御配慮を番うした。叉木研  

究に必要としたSequestrerleの入手についてK・A．Loring氏の手を煩はした、其複素洋髪経緯式会  

社の津々艮武氏にはVerseneの入手に閲し衛骨折を番うした。玄仁銘記して厚く感謝する次第で  

あぅます。   
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① Tinkler，C・K，andSoar，M・C・Biochem．J．，14，114（1920）   
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附  記  

奉戴骨に所載の罷詩法は昭和29年特許第210，000号に該当  
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